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（２）全体の指導計画

「夜須町まるごと体験隊～人・仕事・自然に学ぼう～」ア 活動の名称·

第５学年イ 実施学年 ·

「調査・準備活動 「農業・自然体験活動 「振り返り・交流活動 「交流会」ウ 活動内容 · 」 」 」

エ 教育課程上の位置付け 総合的な学習の時間 約６８時間 社会科２時間·

オ 単元計画

月 活 動 内 容 教科等関連・泊数・留意点等学期 配時

６ １ 社会科学習を振り返り，農業体験への意欲を高める。 ６

②( )社会科学習における「農業」の仕事を振り返り，農1

業への関心を高める。

一 ③( )夜須町の概要について調べ，春日市と比較する。2

・産業 ・面積 ・土地の使われ方 など

学 ①( )調べたことを出し合い，農家の人々の思いについて3

焦点化し，農業体験への意欲を高める。

夜須町まるごと体験隊～人・仕事・自然に学ぼう～期

７ ２ 第１回自然教室の準備と夜須町での農業体験等を行う。 18

①( )体験先の農家を知り，体験内容を選ぶ。1

③( )各グループで体験に向けて課題を設定する。2

②( )オリエンテーションを受ける。3

⑩( )農業・自然体験を行う。4

②( )農業・自然体験の成果と課題をまとめる。5

10 ３ 第２回自然教室の準備と夜須町での農業体験等を行う。 21

③( )１回目の活動を振り返り，新たに計画を作る。1

二 ③( )各グループで体験に向けて課題を設定する。2

②( )オリエンテーションを受ける。3

11 ⑩( )農業・自然体験を行う。4

学 ②( )農業・自然体験の成果と課題をまとめる。5

①( )農業に携わる人々のこだわりや思いについて考える6 。

12 ４ これまでの体験を振り返り，学んだことを見つめ直す。 ８

期 ②( )自分の成果と課題を振り返る。1

②( )グループで話し合い，自分たちの学びを整理する。2

②( )学びを全体交流し，成果の発表への意欲を高める。3

②( )グループごとに発表の構想を立てる。4

１ ５ 一年間の活動をまとめる。 17

三 ⑩( )グループごとに発表・説明資料作りを行う。1

学 ２ ⑤( )相互に発表内容を吟味し，内容を付加・修正する。2

期 ②( )夜須町の農家の方を招き 日の出町で発表会を行う3 ， 。

【児童・保護者・地域住民・夜須町農家との交流会】

社会科
○米作りが盛んな庄内平野と筑後平野
○野菜作りが盛んな甘木・朝倉地方

社会科

○これからの食料生産

社会科

○これからの食料生産

国立夜須高原少年自然の家
一泊二日

国立夜須高原少年自然の家
一泊二日

農家との活動内容調整

農家との活動内容調整

農家との活動内容調整

春日市・夜須町交流会

農家との活動内容調整




